
茨城県学校長会基本方針及び第４期中期教育ビジョン（３か年活動目標）  

1 基本方針  

  

 

 

 

 

 

※ こ れ ま で 取 り 組 ん で き た 精 神 と 業 績 を 継 承 し 、 茨 城 県 学 校 長 会 の 方 向 性 を 示 し た も の で す 。  

 

2 第４期中期教育ビジョン  
    

 

 

※  基本 方 針 を 受 けた 「 ３ か 年活 動 目 標 」 であ り 、 茨 城県 学 校 長 会 の各 組 織 （ 専門 委 員 会 や 支部 学      

校 長 会） 間 で 連 携 した 活 動 を 通し て 、 校 長 一人 一 人 の 参画 型 の 取 組 を推 進 し 、 結果 と し て 「 われ      

ら 意 識」 を 高 め て いけ る よ う 工夫 す る た め のビ ジ ョ ン です 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点１（行政との連携）】  

（「人財」育成のための働きかけ）  

★○教員免許更新制の発展的解消に伴

う、「新たな教師の学びの姿」の実

現に向けた仕組みの構築  

・大学等との連携  

★○質の高い教育実現のための人的配

置に向けた調査研究  

・小学校専科教員の現状把握  

・部活動の地域移行に向けた連携  

・研修派遣のための人的条件整備の充足  

・ ICT 支援員の活用状況と要望  

〇管理職・リーダー育成のための連携

強化  

○教職をめざす人財確保のための教員

の魅力発信（大学等）  

●働き方改革に関わる県教委との協働

体制の連携強化  

●教職員定数の改善に向けた調査研究  

・中３までの 35 人学級実現に向けた、

少人数教育の成果の共有  

 

１  学校からの教育改革を目指す学校経営の推進  

２  学校経営の質を高める研究の推進  

３  茨城県学校長会の組織運営の活性化  

４  教育諸条件の整備  

５  関係機関・団体との連携強化  

次世代を担う「人財」を育成し、新しい時代の学校教育を推進する。  

【視点２（学校の取組）】  

（教職員の「人財」育成）  

★○教職員の資質・能力向上のための校

内研修の充実  

・学校の組織力向上のための、OJT によ

る研修の充実  

・授業や校務への ICT の効果的な活用の

ための研修の充実  

★○教職員一人一人との対話に基づくキ

ャリアステージに応じた研修の奨励  

・改訂「茨城県公立の小学校等の校長及

び教員 の資 質向 上に 関する 育成 指標」

の活用  

・個別最適・協働的な教師の学びのため

の研修機会の確保  

○教師自らの主体的な学びのためのマネ

ジメント  

○専門的な知識や技能を生かすための教

育委員会、大学、各種団体との連携  

●学校における働き方改革の推進  

 



★本年度の重点  ○第４期より新規  ●第 3 期より継続  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  その他  

   ○  全国連合小学校長会、全日本中学校長会、茨城県教育研究会及び茨城県  

小中学校教頭会等との連携強化  

    ○  教育振興大会の開催と教育の充実に関する世論の喚起  

○  子ども支援茨城連絡会（注１）との連携  

     

 

（ 注 １）  「子 ど も 支 援 茨 城 連絡 会 」 と は 、教 育 関 係 ２３ 団 体 で 構 成さ れ る 全 国組 織 「 子 ど もた ち の 豊 か        

な 育 ちと 学 び を 支 援す る 教 育 関係 団 体 連 絡 会」 の 下 部 組織 で あ り 、 現在 の と こ ろ、 本 県 で は 茨

P 連、 茨 城 県 学 校長 会 、 茨 教 組の 三 者 で 構 成さ れ て い る子 供 を 支 援 する 連 絡 会 です 。  

第５期中期教育ビジョンへ  

課題の
把握  

 
調査研究委員会による調査  

各学校長による回答  

集約・分析・行政との協議  集約・分析  

各学校長と結果の共有  行政へ提案・要望  

行財政委員会による調査  令和５年度  

実践と
評価  

分析と
改善  

令和６年度  
令和７年度  


